
 「さんだオーガニックアクション」２０２２年度活動報告  

 

 

 

 

２０２２年度実施プロジェクト 

 

【① みんなで作るオーガニック田んぼプロジェクト】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネオニコフリー（農薬や化学肥料を一切使わない）お米づくりの実践にチャレンジ。田植えや稲刈りイベ

ント、毎週土曜日の草取りなど、地域のみんなも巻き込んで、一緒に活動をしています。 

２年目となる昨年度は、周囲の農家さんも驚くほどの大豊作で、収穫祭を含めて大成功に終えることがで

きました。 

２０２３年度からは、「コウノトリ育むお米」を先導された西村いつき先生に学ぶ有機稲作方法を実践

し、自らが成功モデルとなることで、周囲の農家への有機稲作技術の普及・啓発を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【② ネオニコフリーな社会・農業の普及啓発を目的とした講演会・映画上映会の開催

（全５回）】 

 

持続可能な農業・生物多様性や、環境の保全を目的とした普及啓発活動として、各分野の専門家（ネオニ

コチノイド系農薬や食の安全、生物多様性や有機稲作技術等）による講演会・映画上映会を開催しまし

た。 

毎回、各会派より１０名前後の市・県・国会議員等にもご参加をいただき、三田市議会の一般質問等で

も、持続可能な環境や農業の保全について取り上げていただきました。また、市議会７会派中５会派の令

和５年度予算要望で、安心安全な給食を求める声を届けていただき、うち３つの予算要望では「オーガニ

ック」と言及いただくなど、市政を巻き込む取り組みに繋がっています。 

 

第１回：５月９日 星信彦氏 

『元気な心と体のために知っておきたい「食」の真実＊ネオニコ研究最前線＠三田&オンライン』 

第２回：７月２９日 西村いつき氏 

『地域の"農"とこどものために三田だからできること＊コウノトリがつなぐ未来＊＠三田&オンライン』 

第３回：１０月８日 山田正彦氏講演・映画「食の安全を守る人々」上映会 

『さんだオーガニックフォーラム』 

第４・５回：１１月２１日・３月７日 西村いつき氏 

『三田地域に適した有機米栽培を学ぶ①②』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【③ 畑で大豆から味噌づくりプロジェクト】 

 

参加者６組で、畑で大豆を栽培するところから、味噌づくりまでを体験するプロジェクトを実施しました

。今年は参加者から自主的に声があがり、継続プロジェクトとなっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【④さんだ地域食堂の運営】 

 

毎月最終日曜日に、「環境循環団体くるり」との協働運営にて、「さんだ地域食堂」を運営しています。 

地域のスーパー・直売所で廃棄されるフードロス食材を提供いただく他、 

さんだオーガニックアクションで育てた無農薬米や、三田の放置竹林の整備から産まれる竹炭パウダーを

使用しています。 

さらに、食育・環境教育を目的とした、こども向けの紙芝居も、毎月実施しています。 

調理中に出る生ゴミは、すべて土に還し、循環させています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【⑤「オーガニック給食DAY」＠私立保育園の開催】 

 

私立こばと保育園にてオーガニック食材と無添加調味料による給食を提供させていただきました。対象は

保育園児（０～５歳児）約６０名と職員約２０名です。食材とレシピの提供に加え、オリジナル紙芝居「めぐ

る命の物語や、食育クイズなどの食育プログラムを実施しました。先生たちからも園児たちからも、次回開催

を希望する声を多数いただいております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【⑥ その他ロビー活動】 

 

三田市の農業基本計画の傍聴を複数のメンバーで継続し、給食審議会の傍聴やロビー活動を積極的に行い、

学校給食の答申に有機食材の利用を検討するという言葉を盛り込んでいただきました。 

 

また、兵庫県の斎藤知事が三田を訪問する「斎藤知事と語ろう会」に、自民党の議員さんの紹介で参加さ

せていただき、オーガニックの普及を要望させていただきました。それがきっかけの１つとなり、今年度

の兵庫県の予算に３億円を超える有機農業関連予算をつけていただくことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

兵庫県但馬地域において、「コウノトリ育む農法」を先導された西村いつき氏を講師に招き、農家・稲作

実践者向けの栽培実践講座を開催しています。 

 

兵庫県但馬地域では、西村いつき氏を筆頭に、「JAたじま」・地元の農家や住民も巻き込みながら、地域

ぐるみで「コウノトリ育む農法」の普及に取り組まれてきました。 

ネオニコチノイド系農薬や化学肥料を使わない、生き物いっぱいの田んぼが、少しずつ地域に増えること

で、コウノトリが当たり前に見られる但馬地域として、地域ブランドとして確立されています。 

 

「コウノトリ育む農法」で作られたお米は、JAたじまによって通常米よりも高価に買い取られるため、若

手農家を中心に、同農法に取り組む農家が年々増えています。 

その結果、豊岡市は、２０２５年度より学校給食のお米を 


